
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 可茂地区内で家庭教育学級を担当されるリーダーの皆様、園・学校の先生方、そして各
市町村の担当者様、家庭教育学級リーダー研修会へのご参加、ありがとうございました。役
員を引き受けられた時の不安な気持ちが、研修会を通して、心地よい緊張感へと変化した方
もおられたのではないでしょうか。皆様と有意義な時間を共有させていただき、今後の活動
に対する期待が大きく膨らみました。皆様とつながり、家庭教育学級を無理なく楽しく推進し
ていけたら、そのためのお手伝いを精一杯させていただきたいと、そんな思いでおります。お
世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。 
研修会終了後、早速、「動画教材を乳幼児学級のサロン会で活用してみました。」と、うれ
しい言葉をいただきました。「今年度取り組んでいただきたいこと」に積極的に向き合ってく
ださり、ありがとうございます。「私の園・学校の家庭教育学級を見に来て。」と、お声がけい
ただけることを楽しみにしております。 
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可茂地区家庭教育学級応援通信 

<通信「いいかも」 ＞ 

可茂地区の皆様とつながった素敵な時間 

美濃加茂市・可児市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・八百津町・白川町・東白川村・御嵩町 
 

令和８年度 可茂地区トレジャーワード 

育もう豊かな感性Ⅲ ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

【オンライン上の交流（第２グループ）より】 

＊主に年間計画と運営について交流した。 

・どの園も支援室も、読み聞かせ・講座・親子ビンゴで散歩・保育園でのサロン型の懇談会等、親 

子のコミュニケーションや子どもとのふれあいの場を多く作っている。 

・親子がコミュニケーションをとれることをたくさん行っている。 

・運営面について出来ること､やれることを無理なく行うようにしている。 

・担当者がある程度提案し、保護者と相談しながら進めていくという形をとっている。 

【サテライト会場（可児市会場より】 

＊役員自身が楽しみながら、みんなで楽しく調理実習をしたり、体を動かしたりという講座を工夫

している。 

＊コロナ禍で在宅取組も続いたが、「今年度は親子で〇〇づくりをしてみようかな」という動きもあ 

る。 

＊市の特徴として可児市が積極的に行う『学び講座』や市の文化スポーツ課と連携した講座を楽 

しく体験しようという動きがある。市の職員が園を訪問し実施する講座に、市の家庭教育 

担当者がおじゃまするという、学級と行政の連携に努めている。反面、開講式が書面 

になったり、参加者のアンケートの回答率が低かったりという悩みもある。 

・全ての講座に参加しなくても興味のある講座に参加できるよう工夫している。 

＜ご協力ありがとうございました＞ 

＜幼・保・こ園対象リーダー研修会で話題になったこと＞ 
～ブレイクアウトセッション・サテライト会場より～ 

 



 

 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜リーダー研修会・オンデマンド配信のお知らせ＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【幼稚園・保育園・こども園家庭教育学級リーダー研修会】 

（オンデマンド配信します） 

 ５月 25日（月）～６月３０日（火）まで配信します。   
                                時間の目安           
➀岐阜県の家庭教育 ｢県民生活課より｣   ０：０７～ ４：３０ 
➁可茂地区の家庭教育            ５：１０～２０：００         
➂実践発表「とみかこども園様」     ２１：４０～３１：１２ 

「上之郷保育園様」     ３２：００～３９：２０   
➃交流会 代表グループ発表Ⅰ   １：２１：３０～ 

    代表会場発表   Ⅱ   １：２４：００～ 
➄ごあいさつ                  １：２５：００～ 
  研修会に参加できなかった皆さん、オンデマンド配信をご活用ください！ 

 一部音声の聞き取りづらいところがありますが、ご容赦ください。 

 

＊「➀岐阜県の家庭教育」は、都合により途中からの配信になって 

おります。こちらの二次元コードから入っていただくと、全編通して 

閲覧することができます。 

https://youtu.be/OitA-g2S2Pw 

 

   

 

【小学校の交流より（４G）】 

〇参加しやすい家庭教育学級について交流。 

 ＊日時の工夫（学校に足を運ぶ機会にうまく組み込む） 

参観日の後に情報モラル教育講演会、懇談会の中で親同士が交流できるサロン形式のものを 

設定、給食試食会の後に給食参観実施等 

  ＊参加対象者の工夫（親子一緒の活動は、親にとって学校への敷居を低くする） 

制作活動、芸術鑑賞会等に一緒に参加し、親子の話題の一つにする、 

 ＊環境設定（参加しやすい雰囲気を作る） 

      サロンなどにすごろくトーク等を取り入れ、身近な話題から入って打ち解けていく、お茶菓子など 

を用意し、話しやすい雰囲気を作る。 

  ＊運営の工夫（負担の軽減や目新しい活動の実施） 

      行政とのコラボ、近隣施設の利用等 

【中学校の交流より（12G）】 

〇小さい規模の学校グループでの交流 

 ＊生徒数は少ないが、地域の方との交流が得られる、保護者の参加が積極的である。地域の方や地

域の特性を上手く活かし、家庭教育学級を実施している。（例えば、大豆作り・食べるラー油づくり･

そば打ち・コサージュ作り等） 

＊地域ならではの活動に一生懸命取り組んでいる。反面、講演会等は人数の少なさゆえに開催しにく 

いという悩みもある。          ＜ご協力ありがとうございました＞ 

＜小・中学校対象リーダー研修会で話題になったこと＞ 
～ブレイクアウトセッションより～ 

家庭教育学級年間計画の提出をお願いします！（５月末を目途に）  
学級長さん → 園・学校担当者 → 各市町村担当者 → 可茂県事務所へ 

このコードからどうぞ 

https://youtu.be/OitA-g2S2Pw

